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２ パネリストによる講演  高知会場 

２ パネリストによる講演 

2.1 高知会場 

2.1.1 学校における突然死・心停止事故の防止 

 

（１）学校管理下の突然死と心停止 

①JSC（日本スポーツ振興センター）における学校管理下突然死報告事例の集積 

・突然死は、WHO 定義で発症から 24 時間以内に死亡したもの。 

・災害共済給付制度上は、心停止発症後、改善なく相当期間を経て死亡に至ったものを含む。 

・災害共済給付審査委員会により判定。 

・学校管理下とは家を出てから帰宅するまでを指し、課外授業を含む。 

・原因により、心臓系、中枢神経系、大血管系その他に制度上分類される。 

 

②心臓系突然死 

  ・学校管理下突然死では心臓系突然死は減少傾向にある。（1983～2022） 

【推定原因疾患】 

・先天性心疾患（術前）: 大動脈弁狭窄, VSD, 肺血管閉塞性病変, 修正大血管転位など. 

・先天性心疾患（術後）: 大血管転位, ファロー四徴, 肺動脈閉鎖, 三尖弁閉鎖など 

・後天性心疾患: 川崎病後遺症, 心筋炎, 肺動脈性肺高血圧，Marfan 症候群など 

・心筋症: 肥大型、拡張型 

・不整脈: 心室頻拍、WPW、QT 延長症候群、洞不全症候群など 

・心電図異常: 不完全右脚ブロック、ST-T 異常、完全右脚ブロック、房室ブロック、異常 Q 波、 

左軸偏位 など 

・剖検で発見: 冠動脈奇形、 心筋炎、心筋症 

 

（２）蘇生成功例の増加 

①救急救命処置の普及 

・国内初の AHA-BLS、ACLS プロバイダーコース開催（2003 年 10 月）。 

・AED の使用が一般に解禁（2004 年 7 月）。 

 

 

 

 

パネリストによる講演 

「学校における突然死・心停止事故の防止」 

 

鮎澤 衛    
    

神奈川工科大学 健康医療科学部 
日本大学医学部小児科 

 

（略歴） 
日本小児循環器学会理事であり、循環器及び小児循環器専門医。突然死、心停止を専門としている。 
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②蘇生率 

蘇生率は向上しているが、 毎年、平均 約 50 例の心停止が発症している。 

 

図表 学校管理下心停止の死亡/蘇生例数（2008～2016） 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            JSC データより演者集計作成 

 

 

 

（３）今後の課題と結語 

①学校心臓検診の限界 

学校心臓健診で発見できない疾患もある。 

・特発性心室細動（近年最も多い診断名になっている。） 

・先天性の冠動脈異常 

・Marfan 症候群   

・カテコラミン誘発性多形性心室頻拍など 

＊検診で発見されていない生徒でも、事故が起こらないという期待（楽観）はしない。起きたらどうするか

をシミュレーションして、救命処置と AED の講習を受けておく。。 

 

②結語 

学校災害共済給付制度からの突然死／心停止に関するデータを調査した結果、下記の状況が認めら

れている。 

・学校管理下での心臓系突然死は、この 30 年間で明らかに減少した。 

・心停止例は減少なく、年間 50 例前後発生している。 

・近年の心停止の原因は心室細動が多くを占めている。 

・蘇生成功例が増加しており、今後も BLS/AED 講習の継続が期待される。 

・ICD、ペースメーカーなどの医療機器を植え込んでいる児童・生徒が増えつつあり、 医療者と学校関

係者の協議により管理方法を確認する必要がある。 
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（４）発表資料 
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2.1.2 安全教育全般・運動部活動・水泳等の視点 

 
（１）Well-Being の再認識 

〇Well-Being とは、具体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的な幸福のみならず、生き

がいや人生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念。 

 

              図表 Well-Being の実現に向けた安全についての知識構造化例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）体育・スポーツ事故の発生要因 

・スポーツを通じて「地域社会の再生」            図表 楽しさを深く味わうために 

「健康で活力に満ちた長寿社会の実現」「国民

経済の発展」「国際相互理解」等を進め、社会の

活性化・課題の解決に寄与することができる。(外

材的価値) 

・スポーツの楽しさを深く味わうためには、体を動

かすことが楽しい、心地よいといった本能的欲求を

満たしたうえで、賞賛されたい、他者より優れた成

果を挙げたいなどの二次的欲求、さらに高次な欲

パネリストによる講演 

「安全教育全般・運動部活動・水泳等の視点」 

 

佐藤 豊    
   

桐蔭横浜大学スポーツ科学部学部長 
     スポーツ教育、部活動等 
 

（略歴） 
学校等における事故防止のための情報発信専門部会委員、横浜市学校保健審議会委員、福岡県部活動改革

協議会座長、中央教育審議会 体育・保健体育・健康・安全ワーキンググループ委員等に従事。 
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求としての、理想や納得などの自己実現に向けて向き合うことが求められる。(内在的価値) 特に、内在的

価値を高めるアプローチを大切にしたい。 

 

（３）負傷・傷病別医療費支出 

全ての校種で、発生する負傷、傷病は、骨折、捻挫、挫傷・打撲がおおよそ 3/4 を占めている。 

（日本スポーツ振興センター、令枝４年資料より） 

 

（４）水泳の安全指導 

①飛び込み事故の現状 

平成１７年度～２７年度に、授業や部活動などの飛び込みで障害が残った事故は、少なくとも 32 件起き

ており、そのほとんどがスタート時に逆さまに深く入水し、水底に頭部を打ち付けて起こっている。（日本ス

ポーツ振興センター資料より） 

 

②潜水事故の現状 

無理な息こらえによる事故も生じている。無理な息こらえや過換気を伴いがちな潜水にあっては、血液中

の酸素濃度が低下することによって意識が喪失し、意識喪失において生じる呼吸の反射によって自ずと気

管内に水を吸引し溺水に至る危険性がある。 

 

②学校管理下における水泳事故（溺水）を防ぐために 

体育・保健体育では、領域の確実な学習と関連を図る指導の充実が必要。 

資料は、2010 年改訂の指導内容を整理したものであるが、体育分野では、安全な行動を行うための具

体的な所作などが記載されている。校種が上がるにつれ、概念との関連が図られている。保健では、危険

に対する発生要因や対応の概念や手順などを主に原理・原則を多く学んでいく。 

カリキュラムマネジメントの視点から体育と保健の関連を図る、スパイラルの学習を意識しつつ、発達の段

階に応じた重点を図ることで、児童・生徒自身の危機管理、危機回避能力を高めることが重要である。 

 

        図表  体育分野、保健分野の発達段階に応じた知識の整理と関係性(2015) 
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（５）発表資料 
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2.1.3 安全・安心で楽しい水泳授業に向けて 

 

（１）横浜小学校水泳授業の安全管理について 

①水泳授業の目的と安全への取り組み 

本校では、水泳授業を通して児童の体力向上と、水に親しむ態度の育成をめざしている。 

 

②学校全体で取り組む安全対策 

校長、教頭、体育主任及び体育部教員、養護教諭などで構成された「水泳授業安全委員会」を設置し、

安全指針の作成・共有、緊急時の体制整備を行っている。 

 

③健康チェックへのご協力のお願い 

体温や体調、食欲、睡眠などの情報を教職員が確認し、参加の可否を慎重に判断している。 

 

④泳ぎが苦手な児童への配慮 

一人ひとりに応じた丁寧なサポートを行う。 

 

⑤安全な水深の確保 

児童の体格や学年に応じて水位を調整する。 

複数教員とバディシステムで見守る。 

 

⑥緊急時への備へ 

緊急時対応マニュアルを作成し、AED の設置や緊急時の連絡体制を整え、職員全員が対応手順を共

有している。 

 

⑦熱中症・水温への対策 

気温・水温・湿度を総合的に判断し、活動量を調整する。水分補給、日陰での休憩、帽子や日傘なども

取り入れながら、熱中症の予防に努める。 

 

⑧ご家庭へのお願い 

水泳道具（帽子・水着・バスタオルなど）の準備と、当日の体調確認をお願いしている。 

 

パネリストによる講演 

「安全・安心で楽しい水泳授業に向けて」 

 

川上  直人    
   

高知県高知市立横浜小学校校長 
 

（略歴） 
高知県小学校体育連盟の会長職に就いており、小学校における体育科の発展と体育科を通した児童の育成に

向けて取り組んでいる。 
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（２）実際の授業 

①水泳授業を行う前に 

・水泳授業事前アンケート並びに参加承諾書 

・水泳授業を行う前の天候判断 

・水泳授業前の健康チェック 

 

②適切な監視者の考え方 

・監視者の人数と位置 

  大プール：授業実施者 2 名，監視者 1 名 

  小プール：授業者 1 名，監視者 1 名 

 

③水泳の授業において 

・適切な水位 

    すべての児童の両肩が水面から出るライン。 

・バディシステムの実施 

  バディシステムの導入により、児童の安心感が確保された。 

  お互いを見合うことにより、見て学ぶ、お互いを大切に思う学習ができていた。 

  教え合う学びが高学年になると充実していた。 

・熱中症対策 

・水質管理 

 

（３）令和７年度の水泳授業を終えて 

①成果 

○水泳における事故がなく，安全・安心に水泳授業が行えたこと。 

○ほぼ全ての児童がたのしく水泳の授業に参加できた。 

○全教職員が安全・安心な水泳授業を行うために意識を変えた。 

○他県では水泳指導の業務委託化が行われているが，本校では十分対応でき，安全・安心な水 

  泳授業が行えることが分かった。 

 

②課題 

○安全・安心な水泳授業を行うためには，教員の十分な教材研究と指導力の向上が必要。 

  児童の泳力を向上させるために。 

○教員が指導力を向上させるためには，教員の意識改革と打ち合わせをする時間が必要。 

○授業実施者 2 名＋監視者 1 名以上の体制で水泳授業を継続して行うためには，人的な補充が必

要。 

  管理職が水泳授業に参加することによる学校運営の停滞が発生。 

○児童が本当に安全・安心で楽しい水泳授業に取り組むためには，学校の環境整備が必要。 

  本校の場合は，水質に関することが大きな課題であった。 
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（４）発表資料 
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